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AGFI=.923， Nド1=.929. CFI=.984， AICむ70.676，
I{MSEA=.034. X 2 =22.676， P"=.203と良好な穫をf詳
し，モデルは採択された，体力を溺定する8の字歩行
の相関係数は努憶がぬ.75，女性.が-.77を添い体力を
総定するテストバッテ 1)として構成概念妥当性が示
された.10m際獲物歩行の講談概念妥当性係数は弾性
が-.77.女性がー.85と近似した鍍をえミし， 10m隊審物
捗行の代替テストとしての8の学歩千fテストの妥当性
が示唆された.8のま詳歩行と10m!翠審物歩行の税関係
数は男性が.810，女性が会881と書道い{惑を示し， 8の字
歩行テストの併存的妥当性が機認きれた e 以上より，
高齢者を対象とする Sの字参行テストは慾頼性き安さき
散を満足し， 10m離警!防捗行テストに対する併存的妥
当性を議たすことが検挺された.
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